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【
感
情
と
勘
定
＊
・
・
・
】 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
日
米
・
日
中
関
係
な
ど
に
関
し
て
国
内

の
論
議
が
揺
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
（
平
成
１４

年
）
に
お
い
て
、「
安
定
供
給
の
確
保
」、「
環
境
へ
の
適
合
」、「
市

場
原
理
の
活
用
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」
は
、

経
済
や
生
活
と
い
う
身
近
な
視
点
も
で
す
が
、
安
全
保
障
に
も
直

結
す
る
視
点
も
重
要
で
し
ょ
う
。 

選
挙
を
考
え
る
立
場
で
す
が
、
「
感
情
」
が
「
勘
定
」
を
左
右

す
る
こ
と
な
く
、
冷
静
に
判
断
す
る
た
め
の
情
報
の
提
供
と
選
択

が
大
切
で
し
ょ
う
。今
後
と
も
、技
術
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
は
、

確
実
に
必
要
な
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
か
ら
。
こ
の
視
点
を
欠
落

さ
せ
る
政
治
で
は
、
や
が
て
立
ち
い
か
な
く
な
る
と
考
え
ま
す 

＊
竹
内
靖
雄
著
『
経
済
倫
理
学
の
す
す
め
』
中
公
新
書
よ
り 

【
財
政
指
標
の
チ
ェ
ッ
ク
・
・
・
】 

◆
決
算
審
査
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
、

出
資
法
人
の
審
査
と
と
も
に
、
普
通
会
計
決
算
状
況
調
査
、
財
務

書
類
４
表
な
ど
の
財
政
指
標
の
チ
ェ
ッ
ク
も
怠
り
な
く
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
際
、
や
は
り
注
意
し
て
お
く
こ
と
は
、
各
指

標
の
数
値
の
意
味
、算
出
方
法
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

◆
公
会
計
で
は
、
現
金
収
支
の
状
況
が
重
要
で
す
。
一
時
借
入
、

ま
た
は
、
国
保
等
で
の
繰
上
充
用
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
要

因
、
将
来
見
通
し
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

【
計
画
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
・
・
・
】 

◆
決
算
審
査
で
は
、
２３
年
度
の
執
行
済
み
の
チ
ェ
ッ
ク
の
み
に
終

わ
ら
ず
、
２５
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
ま
た
２４
年
度
の
執
行
状

況
を
も
あ
わ
せ
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

◆
と
こ
ろ
で
予
算
は
、
自
治
体
が
持
つ
各
種
計
画
に
基
づ
い
て
編

成
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
計
画
に
は
、
総
合
振
興
計
画
・
基

本
構
想
を
筆
頭
に
、
法
令
で
決
め
ら
れ
て
い
る
計
画
、
自
治
体
が

独
自
に
策
定
し
た
計
画
が
あ
り
ま
す
。 

◆
予
算
審
査
時
で
も
確
認
し
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
決
算
審
査
に

合
わ
せ
て
、
各
種
計
画
、
特
に
数
値
目
標
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
そ

れ
と
の
対
比
に
よ
る
評
価
が
必
要
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
単
に
、

数
値
の
達
成
度
だ
け
で
は
な
く
、
目
的
、
効
果
、
課
題
を
確
認
し
、

事
業
内
容
の
改
善
、
あ
る
い
は
、
縮
小
・
廃
止
の
可
能
性
も
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

【
歳
出
の
チ
ェ
ッ
ク
・
・
・
】 

◆
予
算
執
行
で
は
、
法
令
や
条
例
、
規
則
や
要
綱
で
決
め
ら
れ
た

通
り
の
支
出
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。（
こ
の
点
は
、
監
査
委
員
監

査
で
も
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。）
ま
た
、
予
算
で
計
上
さ
れ

て
い
て
も
、
具
体
的
な
支
出
の
方
法
が
、
要
綱
で
定
め
ら
れ
て
い

る
の
か
確
認
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

特
に
、
議
員
に
な
っ
て
か
ら
、
初
め
て
決
算
審
査
に
臨
む
場
合

は
、
決
算
書
と
例
規
を
突
合
せ
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
こ
の

点
、
対
象
項
目
が
多
く
て
煩
雑
な
作
業
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、



総額 社会福祉費 老人福祉費 児童福祉費 生活保護費 災害救助費

2,014,111 568,298 278,255 741,882 424,926 750

人件費 443,135 136,185 5,464 208,450 93,036

　うち職員給 381,341 119,615 4,861 174,941 81,924

物件費 182,856 7,818 28,904 145,375 759

維持補修費 5,792 934 4,858

扶助費 756,544 124,418 129,138 182,273 319,965 750

補助費等 275,545 204,452 7,873 52,054 11,166

普通建設事業費 162,333 13,461 148,872

災害復旧費 0

失業対策費 0

公債費 0

積立金 6,374 6,374

投資及び出資金 0

貸付金 0

繰出金 181,532 89,051 92,481

2,014,111 568,298 278,255 741,882 424,926 750

国庫支出金 394,912 64,298 32,947 59,134 238,533

県支出金 107,001 23,733 25,616 33,689 23,963

使用料・手数料 127,265 127,265

負担金・分担金・寄附金 29,146 5,191 13,413 10,542

財産収入 3,385 3,385

繰入金 0

諸収入 23,229 4,323 18,906

繰越金 0

地方債 0

一般財源等 1,329,173 467,368 206,279 492,346 162,430 750

　うち投資的経費充当の一

般財源等 172,227 13,461 148,872 9,894

歳 出 合 計

財 源 内 訳

是
非
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

例
え
ば
、
報
酬
等
の
支
出
に
お
い
て
、
条
例
で
規
定
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
条
例
で
は
な
く
、
規
則
委
任
や
包
括
的

な
規
定
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
す
。（
給
与

条
例
主
義
に
つ
い
て
の
確
認
。） 

◆
一
般
会
計
か
ら
他
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
そ
の
額
、
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。（
普
通
会
計
で
は
、
繰
出
金
に
一
般
会
計
で

の
負
担
金
も
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
突
合
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
）
繰
出
金
の
水
準
で
は
、
一
般
会
計
で
の
財
政
運
営
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
法
定
か
任
意
か
。
財
源
内
訳
（
一
般
・
特
定
）
も

含
め
て
確
認
事
項
と
な
り
ま
す
。 

◆
普
通
会
計
で
の
目
的
別
・
性
質
別
の
歳
出
で
、
財
源
構
成
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。（
表
は
、決
算
統
計
か
ら
民
生
費
で
作
成
。） 

【
歳
入
の
チ
ェ
ッ
ク
・
・
・
】 

◆
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
き
ま
す
。
地
方
交
付
税
の
交
付
が
決
定

し
ま
し
た
。
不
交
付
団
体
は
、
７５
団
体
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
消
費
税
の
引
上
げ
は
、
国
か
ら
の
地
方
へ
の
社
会
保
障
関
係

の
負
担
金
交
付
金
に
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
交
付
税
の
不
足
分
が
、
財
源
対
策
債
に
振
り
替
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
交
付
税
（
純
粋
、
国
税
で
の
計
算
分
で
、
借
金
で
は

な
い
。）
で
措
置
し
き
れ
る
の
か
。
懸
念
材
料
で
す
。 

◆
税
収
の
状
況
は
ど
う
か
。
所
得
割
納
税
者
数
で
税
収
入
額
を
割

り
、
１
人
当
た
り
の
額
が
ど
う
推
移
し
て
き
て
い
る
の
か
。（
法
人

も
同
じ
く
確
認
。）
そ
し
て
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

◆
税
等
の
調
定
、
徴
収
率
、
不
能
欠
損
の
内
容
、
状
況
は
ど
う
か
。 

【
事
業
実
施
の
チ
ェ
ッ
ク
・
・
・
】 

◆
事
業
効
果
は
、
執
行
部
で
も
評
価
を
実
施
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
指
定
管
理
や
委
託
事
業
で
の
効
果
を
ど
う
把
握
し
て
い
る

の
か
。「
予
算
づ
け
・
指
定
（
入
札
）・
事
業
実
施
・
効
果
や
成
果
」、

そ
し
て
、
事
業
に
対
す
る
評
価
の
確
認
は
、
重
要
と
考
え
ま
す
。 

調
査
委
託
等
は
、今
後
の
事
業
展
開
の
基
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

成
果
が
仕
様
や
目
的
に
適
っ
て
い
る
か
確
認
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

【
震
災
の
影
響
・
・
・
】 

◆
２３
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
、
水
害
等
の
影
響
を
受
け
た
年
度

で
す
。行
財
政
運
営
へ
の
影
響
を
確
認
し
、今
後
の
行
財
政
運
営
、

予
算
編
成
へ
の
提
言
に
つ
な
げ
る
審
査
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 


